
みやぎ単元問題ライブラリー「算数チャレンジ大会２０１５」本選問題の解答・解説

右の平行四辺形ＡＢＣＤにおいて，点Ｍ， Ａ Ｄ

点Ｎはそれぞれ辺ＡＢ，辺ＢＣの真ん中の

点です。

このとき，辺ＡＢ，辺ＢＣ，直線ＡＮ， Ｍ

直線ＣＭで囲まれた斜線部分 ア の面積は，

平行四辺形ＡＢＣＤの面積の何分の１か求 ア

めなさい。 Ｂ Ｎ Ｃ

Ａ Ｄ 直線ＡＮと直線ＣＭの交わった点をＰとします。

三角形ＰＢＮと三角形ＰＣＮは底辺（ＢＮとＣＮ）の長

さが等しく，高さも等しいので面積は等しくなります。

Ｍ Ｐ （□）

同じように，三角形ＰＡＭと三角形ＰＢＭも底辺（ＡＭ

とＢＭ）の長さが等しく，高さも等しいので面積は等しく

Ｂ Ｎ Ｃ なります。（○）。

Ａ Ｄ

次に，図１のように対角線ＡＣをひいて考えます。

Ｍ
Ｐ

図１

Ｂ Ｎ Ｃ

Ａ Ｄ 図２をみると，三角形ＡＢＮと三角形ＡＣＮは，底辺（Ｂ

ＮとＣＮ）の長さが等しく，高さも等しいので面積は等し

くなります。したがって，三角形ＡＰＣの面積は，○２個

Ｍ
Ｐ

分だということが分かります。
図２

Ｂ Ｎ Ｃ 次に同じ図２の見方を少し変えて，図３のように三角形

Ａ Ｄ ＣＡＭと三角形ＣＢＭをみます。すると，

三角形ＣＡＭと三角形ＣＢＭは，底辺（ＡＭとＢＭ）の

長さが等しく，高さも等しいので面積は等しくなります。

Ｍ
Ｐ

ということは，図３のように三角形ＡＰＣの面積は，□
図３ ２個分だということが分かります。

Ｂ Ｎ Ｃ 三角形ＡＰＣの面積が，○２個分または□２個分と表す

Ａ Ｄ ことができたことから，○と□は実は同じ面積を表してい

ることが分かります。

○と□を と表せば図４のようになり，三角形ＡＢＣの

Ｍ 面積は ６個分だということになります。

図４ 三角形ＡＢＣと三角形ＤＡＣの面積は等しいので，平行

四辺形の面積は １２個分だということが分かります。

四角形ＭＢＮＰの面積は ２個分なので答えは
Ｂ Ｎ Ｃ １２分の２。約分して ６分の１ となります。
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